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イヌはなぜ

け

毛がわりするの 

●
さむ

寒くなると、
あたた

暖かい
ふ ゆ げ

冬毛に 

 
にんげん

人間は、
あつ

暑い
なつ

夏にはうすいシャツや
はん

半ズボンを
み

身につけます。
さむ

寒くなると、だんだん
あつ

厚
ぎ

着

になり、
ふゆ

冬は、さらに、
あたた

暖かいオーバーなどを
かさ

重ね
ぎ

着します。 

 イヌやほかの
どうぶつ

動物たちも、
あつ

暑いときも
さむ

寒いときも、
おな

同じ
け が わ

毛皮ではたまりません。そこで、
そと

外の
き お ん

気温が
さむ

寒くなるころには、
なつ

夏
げ

毛がぬけ、
あたた

暖かい
ふゆ

冬
げ

毛にかわります。ちょうど
にんげん

人間が、
し た ぎ

下着

とコートを
かさ

重ねるようなものです。イヌの
ふゆ

冬
げ

毛は、びっしりすき
ま

間なく
ひ

皮ふをおおう、やわ

らかい
みじか

短い
け

毛と、さらに、
なが

長いごわっとした
け

毛がまじっています。 

●
け

毛がわりは、
たいよう

太陽の
ひかり

光が
めい

命じる 

 この、
ふゆ

冬
げ

毛にぬけかわるように
し

指
じ

示を
だ

出しているのは、
たいよう

太陽の
ひかり

光なのです。９
がつ

月の
しゅうぶん

秋分

の
ひ

日あたりから、ぐんぐん
みじか

短くなっていく
にっしょうじかん

日照時間の
へ ん か

変化が、イヌの
からだ

体の
のうかすいたい

脳下垂体、
こう

甲
じょうせん

状腺などにはたらきかけて、
ふゆ

冬の
け

毛に
は

生えかわるホルモンを
だ

出させるのです。 

 ぎゃくに、
はるさき

春先のだんだん
にっしょうじかん

日照時間が
なが

長くなることが、イヌの
からだ

体に
ふゆ

冬
げ

毛から
なつ

夏
げ

毛に
か

変え

ろ、という
し

指
じ

示を
だ

出す
やくわり

役割をします。すると、
ふゆ

冬
げ

毛がぬけはじめ、
ひ

皮ふにすき
ま

間の
おお

多い、す

きすきの
は

生え
かた

方で、
なつ

夏
げ

毛が
は

生えてきます。
め

目のあらい
すず

涼しい
ぬ の じ

布地の
ようふく

洋服に、
き

着
が

替えるのと
おな

同

じことです。 

 
にっしょうじかん

日照時間の
へ ん か

変化は、
どうぶつ

動物の
け

毛がわりだけではなく、キクなどの
はな

花が
さ

咲く
じ

時
き

期にも
えいきょう

影響を

あたえます。これを
り よ う

利用して、
じんこうてき

人工的に
にっしょうじかん

日照時間を
か

変えて、
はな

花の
さ

咲く
じ

時
き

期を
ちょうせつ

調節すること

などが
おこな

行われています。（監修・今泉 忠明） 

 

 

 

 


